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１日㈮ 大学入試共通テスト受験案内配付 

５日㈫～８日㈮ 前期期末考査 

８日㈮ 学年 PTA⑤⑥⑦ 

９日㈯ 理社課外② 

10 日㈰ ハイレベル課外 

11 日㈪ 追考査 

15 日㈮ 進路希望調査 医療フェス 

メンタルヘルス講座⑤⑥ 

22 日㈮ 全校集会 立会演説会   壮行会 

23 日㈯ 理社課外③ 

24 日㈰ ハイレベル講座 

27 日㈬ 献血 

29 日㈮ 推薦会議① 

30 日㈯ 第 2 回ベネッセ駿台記述模試 

  覚悟のススメ        4 組担任 齋藤崇宏   

８月の初旬に北海道インターハイに参加してきました。男子個人戦シングルスが宮崎県、ダブルスが三重

県の公立高校の選手が優勝しました。その後に行われた全日本ジュニアテニス選手権でも同じ選手が優勝、

私学優位の中、公立高校の意地を感じました。夏の風物詩、甲子園。慶應義塾高校の１０７年ぶりの優勝で

幕を閉じましたが、ベスト８に東北の高校が３校。一昔前までなら考えられない光景です。 

 そのような夏を過ごしながら、ふと、受験のことを考えました。東北の公立高校の生徒が、全員行きたい大学

に行くって不可能なのかなと。一昔前まで考えられなかった光景を、この夏２件も目の当たりにしたぞと。中高

一貫や都市部の優位性は否定できないけれども、それはインターハイや甲子園だって一緒じゃないかと。 

 足りない頭で考えて出てきた言葉。 「覚悟」 

Enjoy Baseball 失敗すれば叩かれる、それでも貫く「覚悟」。親元を離れて知らない土地で生活し戦う「覚

悟」。サポートしてくれた人たちへの感謝の気持ちを結果で示す「覚悟」。どれも中途半端なものではなく。 

「精神論かい」と思ってもらっても構いません。でもまずはこれなんじゃないかと思いました。 

残りあと半年、並々ならぬ「覚悟」をもって受験に臨んでみませんか。 

高校の最終成績につながる最後の定期考査目前！ 

三者面談で成績表が渡され、仮評定により三年間の評定を伝えられたかと思います。残さ

れた定期考査は前期期末のみとなりました。大学受験を控える皆さんにとって、一度学んだ

範囲の定まった考査など、お茶の子さいさい。評定大幅アップの可能性は高くないですが、

高校の授業の集大成、ひいては各教科の基礎学習事項の理解度の確認として満足できる結果

を出しましょう。日程と時間割を確認して、しっかり復習してください。 

多くの人が、大学見学やオープンキャ

ンパスへの参加をした夏休みだったか

と思います。入試要項を確認して受験科

目や方法等の検討をしましたか？ 

今後は配付された『受験者必携』を熟

読し、各自がミスのないように進めてい

きます。大切な書類 

は必ず下書きをし、 

ボールペンで記入し、 

修正液は使わずに、 

期限に余裕をもって 

提出してください。 
 

昨年度大好評！今年度は

「受験期におけるストレス

マネージメント」 

受験料振込有！ 

保護者と確認！ 


